
東京大学デジタルアーカイブズ構築事業の概要－学術資産と公開システム／事業の対象範囲
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東京大学の学術成果発信は、本学の学術機関
リポジトリ「UTokyo Repository」が担う。
・東京大学で生産されたさまざまな学術成果
を電子的形態で集中的に蓄積・保存し、世界
に発信することを目的としたシステム。

東京大学デジタルアーカイブズ構築
事業では、学内に所蔵されている学
術資産のデジタル化促進及びデジタ
ルコンテンツの公開支援を行ってい
ます。
学内にある学術資産のうち、以下の条
件に該当するものを東京大学デジタル
アーカイブズ構築事業の対象とし、部
局等でのデジタル化を促進。
• 学術的価値・社会的価値、研究教育活動で
の利用可能性、唯一性・希少性、保存の緊
急性、我が国の全国的デジタル学術資産コ
レクション構築への貢献可能性、アーカイ
ブズの価値の一般への訴求度が高いもの。

• デジタル化及びデジタルデータの一般公開
が可能であるもの。

公開システム

東京大学学術
機関リポジトリ
UTokyo
Repository

東京大学デジタルアーカイブズ
構築事業について

参考：東京大学学術機関リポジトリ

研究活動の成果として創造された学術資産

デジタルデータ

デジタル化

研究活動のため収集・保存されている学術資産

様々な原物資料

その他：生成される学術資産（研究データ）
現在、学術界全体で、大学・研究機関等における研究
データの在り方、管理・保存体制、データ活用などに
ついての検討が進められている。


